
成分名 代表薬品名 検査前休薬期間 検査後休薬期間

アスピリン

 バイアスピリン

バファリン

アスピリン・ランソプラゾール配合 タケルダ

アスピリン・ボノプラザンフマル酸塩配合 キャブピリン

クロピドグレル硫酸塩 プラビックス

チクロピジン塩酸塩  パナルジン

プラスグレル塩酸塩 エフィエント

クロピドグレル硫酸塩・アスピリン配合 コンプラビン

チカグレロル ブリリンタ 5日間 5日間

イコサペント

エパデール

オメガ-3脂肪酸エチル（EPA・DHA） ロトリガ

サルポグレラート塩酸塩  アンプラーグ

ジピリダモール ペルサンチン

ジラゼプ塩酸塩水和物 コメリアン

シロスタゾール  プレタール

トラピジル ロコルナール

ケアロードLA

ドルナー

プロサイリン

ベラサスLA

オパルモン

 プロレナール

アピキサバン エリキュース

エドキサバン リクシアナ

ダビガトラン プラザキサ

リバーロキサバン イグザレルト 

ワーファリン
ワルファリンK

3日間 ３日間

抗血小板

薬（チエ

ノピリジ

ン誘導

体）

5日間 5日間

消化管内視鏡検査（生検検査）抗血栓薬休薬リスト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2022年5月更新

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（公財）世田谷区保健センター

⚫休薬期間とは検査当日を含まない日数を示します。

⚫生検を行った場合は、検査前休薬期間と同じ日数を検査後も休薬します。

⚫生検を行わなかった場合は、検査終了後に内服を再開します。                                                                    　　　　2022.7.11更新

※抗血栓薬の休薬については、原則、主治医もしくは処方医の判断によるものとします。

※当センターでは、通常観察の内視鏡検査（検査医の判断により生検）を行っていますが、生検後の出血リスクを考慮し、『抗血栓薬

服用者に対する消化器内視鏡診療ガイドライン（2012年7月）』（日本消化器内視鏡学会）の「出血高危険度」の休薬期間に準拠して

います。

※キャブピリンを追加しました（2022年5月）

抗凝固薬

1日間 1日間

ワルファリンカリウム
処方医が中止可能と判断

した場合は3-5日間

or中止せずに生検なし

生検した場合は3-5日間

（検査前休薬期間と同じ）

その他

抗血小板

薬

イコサペント酸エチル（EPA)

1日間 1日間

ベラプロストナトリウム

リマプロストアルファデスク

抗血小板

薬（アス

ピリン）

アスピリン


